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1 はじめに
地域防災計画は防災のため処理すべき業務を

各自治体にて具体的に定めた計画であり，適切
な改定の継続が重要である．しかし，専門家の
不足や自治体にかかる労力から，実効性を高め
る改定のための課題発見は非常に難しい．そこ
で本研究では，地域防災計画の課題発見支援手
法の開発を目指し，災害廃棄物処理に関する内
容を対象に自然言語処理による分析を行う．
　本研究では網羅性と模倣性に着目した．網羅
性については，文書同士の比較分析により収集
した知見が各計画に含まれているかをチェック
し，記載不足発見支援に活用する．模倣性につ
いては，安藤ら [1]の研究での事例を基に，他
自治体の計画を参考にする過程で検討の不足し
た記述が生み出されるのではないかと考え，類
似性分析により検討が不足している可能性があ
る文書を発見し支援に活用する．本稿では，こ
れらの手法により発見された情報とヒアリング
による有効性検証結果についての考察を行う．
　関連研究として陳ら [2]の研究が存在するが，
各自治体の課題発見に至らず，分析結果の評
価も行っていない．本研究では，全国市町村の
データを用いて各自治体の課題を分析し，ヒア
リングにて結果を検証する．
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2 提案手法
全国の市町村の防災計画より災害廃棄物処

理に関する内容を抽出し，データセットを構築
する．このデータセットに対する特徴語分析に
より得た各自治体の特徴語から，各自治体の知
見を抽出した特長語リストを作成し，リスト内
の単語が存在しているか確認することで，網羅
性分析を行った [3]．またベクトル化した文書
同士の類似度を用い類似文書組を発見した [3]．
提案手法の概略図を図 1に示す．

図 1 提案手法の概略図

3 結果
提案手法を用いて滋賀県近江八幡市の平成

31 年地域防災計画を分析した．また近江八幡
市危機管理課・環境課に対しヒアリングを行
い，実際に課題発見に至っているか検証した．
3.1 網羅性分析結果
既往研究 [3]で作成済みの特長語リストを元

に近江八幡市の防災計画を分析したところ，‘死
亡獣畜’に関する記述が存在していないことが
わかった．ヒアリングを行った結果，水害によ
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り大量の家畜の死骸が出る状況は考慮できてお
らず，今後検討していくとの返答を得た．
3.2 類似性分析結果
近江八幡市防災計画に類似した文書を二点

（大阪府池田市，宮崎県小林市）発見した．池
田市の計画との比較を図 2に示す．これらの類

図 2 類似文書対の比較
左：滋賀県近江八幡市，右：大阪府池田市

似に関するヒアリングにて以下の返答を得た．

• 二自治体の地域防災計画との類似は，自治
体側では関知していない．

• 他自治体の文書を参考に文書作成を行うこ
とはあるが一言一句似せることはない．

　また，他自治体計画との類似箇所について，
近江八幡市災害廃棄物処理計画と比較し，防災
計画に記載がある一方，処理計画に記載のない
記述を複数 (消毒剤・施設補修用資機材の備蓄，
生活ごみ収集の原則中止)発見した．相違に関
するヒアリングにて以下の返答を得た．

• 災害廃棄物処理計画は，災害廃棄物対策指
針・滋賀県災害廃棄物処理計画との整合性
を考慮しているが，防災計画との整合性は
確認していない．初動対応時には防災計画
より処理計画が重要と考えるためである．

• 消毒剤の備蓄は，検討を始めたところであ
り，備蓄は行っていない．

• 施設補修用資機材の備蓄は，行政側では行
っていない．委託先企業に一任してある．

• 生活ごみ収集は，方針を処理計画に記述

し，広報内容・担当部署は記載していない．

4 考察
自治体側で想定していない内容の発見に至っ

たことから，網羅性分析による課題発見支援
は有効と考えられる．また，類似文書組につい
て自治体側で関知していないことから，文書作
成を行った会社において，他自治体を参考に計
画が策定された可能性が想定される．本研究で
は，類似性分析により処理計画との不整合を発
見したが，整合が初動対応時に重要と考えられ
ておらず効果検証に至らなかった．しかし，今
後どちらの記述が正しいか混乱を招く可能性
もあるため，近江八幡市にて重要とみなされな
かった不整合が本当に課題とならないのか，他
自治体へのヒアリングによる検証を続ける．

5 おわりに
本研究では，防災計画の課題発見支援を目指

し自然言語処理分析を行い，ヒアリングにて効
果を検証した．その結果，網羅性分析による課
題発見支援の可能性を示した．類似性分析にお
いては，非常に似た文書組内の記述に検討の不
足した箇所を発見した．今後，他自治体へのヒ
アリングにて有効性検証を続ける．
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